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野村サステナブルセレクト 
世界株式型 Aコース（為替ヘッジあり） 

野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース） 

運用報告書(全体版) 
 

第７期（決算日2025年12月12日） 
 

作成対象期間（2025年６月13日～2025年12月12日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2022年７月29日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、世界
各国（新興国を含みます。）の株式（DR（預託証書）を含みます。）を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に運用を行な
うことを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減
を図ることを基本とします。ただし、代替ヘッジによっても為替変動リスクの低減の効果が小さいあるいは得られないと判断した通貨
については、為替ヘッジを行なわない場合があります。 

主な投資対象 

野村サステナブルセレクト 
（世界株式型 Aコース） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 世界各国（新興国を含みます。）の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村サステナブルセレクト 
（世界株式型 Aコース） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、配当等収益等の水準及び基
準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

３期(2023年12月12日) 10,100 10 0.7 106.58 3.2 97.7 － 8,526 

４期(2024年６月12日) 11,144 10 10.4 119.49 12.1 98.5 － 7,100 

５期(2024年12月12日) 11,481 10 3.1 128.93 7.9 98.1 － 5,835 

６期(2025年６月12日) 11,406 10 △ 0.6 128.84 △ 0.1 98.1 － 4,592 

７期(2025年12月12日) 11,899 10 4.4 145.08 12.6 94.9 － 4,135 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 参考指数（＝「MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み・円ヘッジベース）」）は、MSCI All Country World Index

をもとに、ヘッジコストを考慮して算出したものです。 

＊ 参考指数は設定時を100として指数化しております。 

＊ MSCI All Country World Indexは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。

またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年６月12日 11,406 － 128.84 － 98.1 － 

６月末 11,270 △1.2 130.87 1.6 98.3 － 

７月末 11,401 △0.0 134.33 4.3 97.5 － 

８月末 11,432 0.2 136.73 6.1 96.5 － 

９月末 11,477 0.6 140.18 8.8 96.3 － 

10月末 11,930 4.6 144.21 11.9 95.2 － 

11月末 11,975 5.0 143.46 11.3 95.4 － 

(期  末)       

2025年12月12日 11,909 4.4 145.08 12.6 94.9 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2025年６月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み・円ヘッジベース）です。参考指数は、作成期首（2025

年６月12日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇）  

・トランプ米政権が発表した相互関税についての各国との交渉を巡る不透明感が後退したこと 

・米国と日本やEU（欧州連合）などとの貿易交渉合意が好感されたこと 

・FRB（米連邦準備制度理事会）が利下げを実施したこと 

 

（下落）  

・トランプ米大統領がパウエルFRB議長解任の可能性について検討しているとの報道が嫌気

されたこと 

・米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を下回ったこと 

・米政府機関が一部閉鎖されたこと 
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－ 3 － 

野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○投資環境 
・株式市場 

世界の株式市場は、当期初、トランプ米政権が発表した相互関税についての各国との交渉を

巡る不透明感が後退したことや、大型減税法案が米上下両院で可決されたことなどが好感され

上昇して始まりました。その後、トランプ米大統領がパウエルFRB議長解任の可能性について

検討しているとの報道が嫌気され下落する場面もありましたが、米国と中国が相互の追加関税

の大幅引き下げに合意したこと、米国と日本やEUとの貿易交渉合意が好感されたことなどか

ら上昇しました。2025年７月の米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが市場予想を下回った

ことなどから再び下落する場面もありましたが、９月にFRBが利下げを実施したことなどから

上昇しました。当期末にかけては、米政府機関の一部閉鎖が嫌気され下落する場面があったも

のの、12月のFRBによる利下げ期待が高まったことなどを背景に上昇し、当期において世界の

株式市場は上昇しました。 

 

・為替市場 

為替市場については、米ドルに対して円安となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
当ファンド 

当期を通じて、マザーファンドを高位に組み入れました。実質外貨建資産に対しては、対円

での為替ヘッジを行ない為替変動リスクの低減を図りました。 

 

マザーファンド 

［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 

・株式組入比率 

当期を通じておおむね高位を維持しました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 業種別配分につきましては、ヘルスケアセクターなどをオーバーウェイト（参考指数に

比べ高めの投資比率）としました。一方、一般消費財・サービスセクターなどをアンダー

ウェイト（参考指数に比べ低めの投資比率）としました。 

 

（２） 銘柄につきましては、社会的課題の解決と企業価値の向上の両方が期待できると判断し

たMICROSOFT CORP（米国、ソフトウェア）、ALPHABET INC-CL A（米国、インタラク

ティブ・メディアおよびサービス）、TAIWAN SEMICONDUCTOR（台湾、半導体・半導体

製造装置）、BROADCOM INC（米国、半導体・半導体製造装置）、MASTERCARD INC（米

国、金融サービス）などを組入上位銘柄としました。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

参考指数としているMSCI オール・カント

リー・ワールド・インデックス（配当込み・円

ヘッジベース）の騰落率が12.6％の上昇となっ

たのに対して、基準価額は4.4％の上昇となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金は、当ファンドの分配方針に基づき、次表の通りとさせていただきました。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2025年６月13日～ 
2025年12月12日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.084％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,278   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

◎（ご参考）当ファンドにおけるESG運用について 

ファンドが実質的に組み入れるすべての銘柄はESG特性を重視して選定されています。 

 

○運用プロセス図 
［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○主要組入銘柄（発行体）の解説とESGが企業価値向上（信用力向上）に資すると判断した根拠 
【株式】 

・ブロードコム（米国） 

［概要］ 

スマートフォンやデータセンター、通信インフラ向けの半導体で高い市場シェアを持つ半導

体製造会社です。AI向けカスタム半導体の供給を行なっており、AIの利用が本格化するに従っ

て同社製品の需要が拡大するものとみています。潤沢なキャッシュフロー（現金収支）を背景

に増配を継続しているほか、積極的な自社株買いも評価できます。 

 

［判断した根拠］ 

同社は2050年までにネットゼロ（自社の事業活動に関係するバリューチェーンで直接的・間

接的に排出されるCO2排出量が正味ゼロになっている状態）を達成するべく、科学的知見に基

づく長期のCO2排出削減目標を策定中です。ネットゼロ達成には同社のサプライヤー及び顧客

がCO2排出量を削減していくことが重要と考えられ、同社が提供するAI向けカスタム半導体は

一般的なAI半導体と比較して電力効率が高く、膨大な電力を必要とするデータセンターの省電

力化に大きく貢献しています。 

 

・アルファベット（米国） 

［概要］ 

ウェブ検索最大手企業のグーグルを保有する持ち株会社です。主力の広告事業はモバイル広

告を中心に順調に成長を続けると同時に、動画投稿サイト「YouTube」での広告収入も拡大し

業績に寄与しています。同社はプライバシー規制による広告市場への悪影響が懸念される中で

も、影響を軽微なものにとどめており、業界内の競争優位性が拡大していると見られます。加

えて、AI分野におけるクラウド事業の展開や独自の大規模言語モデルの開発も期待されます。 

 

［判断した根拠］ 

世界の電力使用量の２％がデータセンターに使用されており、データセンターの電力使用量

は2030年に向けて更に大きく拡大する見通しです。同社のデータセンターは競合他社比で２倍

効率的であると言われ、電力使用量の増加を抑える取り組みや、CO2を排出しない再生可能エ

ネルギーの電力に切り替える取り組みを積極的に行なっています。同社は2007年からカーボン

ニュートラルを実現しており、2017年から会社全体として再生可能エネルギーの購入を通じ

て、100％再生可能エネルギー利用への移行を達成しています。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○組入銘柄（発行体）の選定におけるESG特性の重視 
［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 

・ポートフォリオの構築にあたっては、ESGの観点および株主還元の観点で定量評価を行ない

投資ユニバースを絞り込み、ファンダメンタルズ（基礎的条件）分析、バリュエーション（投

資価値評価）分析およびESG（環境・社会・企業統治）への取り組み等の定性評価により投

資候補銘柄を選定し、自然環境を含むステークホルダー※との関係性分析、株価の割安度、

市場動向、流動性やポートフォリオのリスク状況等を総合的に勘案して、組入銘柄・組入比

率を決定します。 

・当該プロセスを経ることによって、マザーファンドを構成するすべての銘柄はESG特性を重

視して選定されました。 
※ ステークホルダーとは企業活動の影響を受ける各要素のことを指します。当ファンドでは、当面の間、自然環境、従業員、社会、顧客、

サプライヤーなどの株主を除く５つの要素について評価を行ないます。 

 

○社会的インパクトの達成状況 
ポートフォリオ1,000万円当たりの投資額により、様々なアウトカム（成果）・インパクト（影

響）をもたらしています。ポートフォリオを通じた社会的インパクトの達成状況は以下のよう

になっています。 

 

［世界株式型］ 
 

 
※MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

＜インパクトの算出について＞ 

インパクトの数値は、2023年12月末時点での組入銘柄の比率を基に算出しており、情報を入

手できる全ての投資先企業にわたって集計しています（同時点のブルームバーグデータに基づ

き円換算。）。当報告書に記載されている株式戦略のインパクト情報は、ノムラ・アセット・マ

ネジメントU.K.リミテッドが合理的と考える情報源から作成したものです。CO2排出量はISS 

ESG社のレポートを基に算出しています。ISS ESG社は、開示されている企業のデータおよび

同社の推計によって、指数とポートフォリオの排出量を算出しています。企業により集計・報

告されているインパクト関連データは標準化されておらず、画一的に使用されている手法は未

だ確立されていないため、実態とは異なる場合があります。株式戦略におけるCO2排出水準の

数値はMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックスの構成銘柄と比較した場合のもので

す。課題解決のために目指すインパクトは見直される場合があります。 

インパクトの数値は過去のデータに基づいて算出または試算しており、投資することによっ

て新たに創出が期待できるインパクトを示唆あるいは保証するものではありません。対象企業

または発行体が通年でもたらしたと考えられるインパクトに対し、上記算出時点でのポート

フォリオにおける対象企業または発行体の株式の保有比率を基に算出をしているため、インパ

クトの絶対数の増加に貢献するものでもなく、またその値を示唆あるいは保証するものではあ

りません。すべてのインパクトの数値はそれぞれ一定の仮定の基で算出した概算値であり、正

確性を担保するものではありません。また、企業等によって作成されるデータの前提が異なる

ケースがあること、企業等の測定および報告方法が同一ではないこと等から、インパクトの数

値の一貫性の確保は困難な傾向にあります。インパクトの数値は一部、推定値も含まれていま

すが、本質的なインパクトを理解するために最善の努力を払って作成を行なっています。また、

インパクトの数値に関しては、独立機関に検証を受けてはいません。 

 

＜指数について＞ 

・MSCI All Country World Indexは、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所

有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利お

よび公表を停止する権利を有しています。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○スチュワードシップ活動 
ファンドでは、投資先企業の企業価値向上及び発行体のサステナビリティ（持続可能性）向

上のために、エンゲージメントや議決権行使等のスチュワードシップ活動に取り組んでいま

す。野村アセットマネジメントは日本版スチュワードシップ・コードに署名しており、2011年

には国連責任投資原則にも署名しています。また、ノムラ・アセット・マネジメントU.K.リミ

テッドはUK Stewardship Codeに準拠した運営を行なっています。 

野村アセットマネジメントのスチュワードシップ活動およびノムラ・アセット・マネジメン

トU.K.リミテッドのエンゲージメント活動の詳細は、以下のサイトにアクセスいただくと、ご

覧いただけます。 

＊野村アセットマネジメントのスチュワードシップ活動 

以下のサイト（「野村アセットマネジメントの責任投資」）にアクセスいただくと、ご覧いた

だけます。 

https://www.nomura-am.co.jp/special/esg/ 

＊ノムラ・アセット・マネジメントU.K.リミテッドのエンゲージメント活動 

以下のサイト（「野村アセットマネジメントの責任投資」）より、ノムラ・アセット・マネジ

メントU.K.リミテッドのサイト（英語）にアクセスいただくと、ご覧いただけます。 

https://www.nomura-am.co.jp/special/esg/ 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

◎今後の運用方針 

当ファンド 

マザーファンドを高位に組み入れます。実質外貨建資産に対しては、対円での為替ヘッジを

行ない為替変動リスクの低減を図ります。 

 

マザーファンド 

［グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド］ 

・投資環境 

米国経済は、基調は底堅く推移しているものの労働市場は弱い模様です。2025年11月の米総

合PMI（購買担当者景気指数）確報値は54.2と引き続き良好です。一方で、雇用サービス会社の

ADPが公表する11月民間雇用者数は前月差－3.2万人と減少するなど、雇用市場には減速傾向

がみられます。10月以降のCPI（消費者物価指数）は政府閉鎖の影響で未公表ですが、追加関

税の価格転嫁が進むにつれ物価全体は押し上げられるとみており、景気には減速感が生じる見

通しです。12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）で利下げが決定されたものの、今後の金融

政策の不確実性は依然として高く注視が必要です。 

 

・運用方針 

当戦略では、社会的価値と企業価値の向上を同時達成する銘柄に投資を行ないます。運用に

あたりましては、ファンダメンタルズ分析、バリュエーション分析およびESGへの取り組み等

の定性評価により投資候補銘柄を選定し、自然環境を含むステークホルダーとの関係性分析、

株価の割安度、市場動向、流動性やポートフォリオのリスク状況などを総合的に勘案して、組

入銘柄・組入比率を決定してまいります。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○１万口当たりの費用明細 (2025年６月13日～2025年12月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 85  0.733  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (42)  (0.358)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (42)  (0.358)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.017)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.015   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.015)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.008   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.008)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.028   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 2)  (0.016)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 91   0.784    

期中の平均基準価額は、11,580円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.51％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○売買及び取引の状況 (2025年６月13日～2025年12月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 2,879,773 4,727,791 3,549,603 5,815,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年６月13日～2025年12月12日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 13,861,327千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 40,337,733千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月13日～2025年12月12日) 

 

＜野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 1,083 273 25.2 5,489 273 5.0 

平均保有割合 10.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○組入資産の明細 (2025年12月12日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 2,979,997 2,310,167 4,127,346 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年12月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド 4,127,346 98.5 

コール・ローン等、その他 62,200 1.5 

投資信託財産総額 4,189,546 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（42,801,933千円）の投資信託財産総額

（43,155,255千円）に対する比率は99.2％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝155.71円、１英ポンド＝208.57

円、１スイスフラン＝195.89円、１デンマーククローネ＝24.47円、１ユーロ＝182.77円、１香港ドル＝20.01円、１ルピア＝0.0094円、１新

台湾ドル＝4.9803円、１インドルピー＝1.74円。 

 

  

親投資信託残高 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,162,263,131   

 コール・ローン等 62,199,966   

 グローバル・サステナブル・エクイティ マザーファンド(評価額) 4,127,346,016   

 未収入金 3,972,716,315   

 未収利息 834   

(B) 負債 4,026,625,658   

 未払金 3,989,080,754   

 未払収益分配金 3,475,757   

 未払解約金 2,154,482   

 未払信託報酬 31,842,898   

 その他未払費用 71,767   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,135,637,473   

 元本 3,475,757,618   

 次期繰越損益金 659,879,855   

(D) 受益権総口数 3,475,757,618口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,899円 
 

（注）期首元本額は 4,026,076,366 円、期中追加設定元本額は

12,206,810円、期中一部解約元本額は562,525,558円、１口当た

り純資産額は1.1899円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額75,079,448円。（グローバル・

サステナブル・エクイティ マザーファンド） 

○損益の状況 (2025年６月13日～2025年12月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 193,088   

 受取利息 193,088   

(B) 有価証券売買損益 205,282,056   

 売買益 667,491,939   

 売買損 △462,209,883   

(C) 信託報酬等 △ 32,136,282   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 173,338,862   

(E) 前期繰越損益金 604,774,031   

(F) 追加信託差損益金 △114,757,281   

 (配当等相当額) (   17,436,134)  

 (売買損益相当額) (△132,193,415)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 663,355,612   

(H) 収益分配金 △  3,475,757   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 659,879,855   

 追加信託差損益金 △114,757,281   

 (配当等相当額) (   17,445,959)  

 (売買損益相当額) (△132,203,240)  

 分配準備積立金 774,637,136   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2025年６月13日～2025年12月12日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2025年６月13日～ 
2025年12月12日 

a. 配当等収益(経費控除後) 16,888,822円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 122,835,767円 

c. 信託約款に定める収益調整金 17,445,959円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 638,388,304円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 795,558,852円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,288円 

g. 分配金 3,475,757円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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野村サステナブルセレクト（世界株式型 Aコース）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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